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1  研究背景 

IoT製品を動かすための IoTアプリケーション

は，センサーで入手したデータを処理して通信

するといったデータフローがあり，開発の際は

この流れを理解する必要がある．このようなデ

ータフローを視覚的に表現しつつ，直感的な開

発が可能になる方法として，GUIを用いたビジ

ュアルプログラミングツールによる開発が挙げ

られる．コードを書く必要がなくなるため，プ

ログラミング未経験者や初学者でも IoTアプリ

ケーション開発が容易となる． 

現在，データフローから IoTアプリケーショ

ンを作成できるビジュアルプログラミングツー

ルは，OSが搭載されているようなデバイスでは

動作するが，より小型なデバイスでは動作しな

い．プログラムのコードが自動生成されるビジ

ュアルプログラミングツールも存在するが，生

成される言語が Cなどであるため，見直しや修

正，書き足しなどのコストが高い．より可読性

や生産性に優れた言語のアプリケーションを生

成できれば，開発効率の向上が期待できる． 

本研究では，小型デバイスに対応した開発効

率の優れた言語の IoTアプリケーションを，デ

ータフローを用いて作成することができる環境

の開発を行う． 

 

2  システム構成 

2.1 Node-RED 
データフローが作成できるビジュアルプログ

ラミングツールとして，IBMが開発したオープ

ンソースであり，Node.js環境で動作する Node-

REDを用いた．このツールはノードと呼ばれる

データの処理機能を持ったブロックと，ワイヤ

ーを視覚的に繋げていく．そうすることで，デ

ータがノードやワイヤーを通して処理・受け渡

しされていくプログラムが作成され，IoTアプリ

ケーションとして実行することができる． 

Node-REDにはデータフローを JSONファイ

ルで書き出す機能が備わっており，本研究では

この機能を利用する． 

 

 

 

2.2 Ruby・mruby 

本研究により生成される IoTアプリケーショ

ンの言語には Rubyを用いた．Ruby自体は必要

メモリ量が大きく，小型デバイスでの使用は適

していない．しかし，Rubyの派生言語である

mrubyは Rubyの可読性・生産性の高さといっ

た特徴を生かしたまま，IoT向けに軽量化したも

のである．Rubyをコンパイルして得たバイトコ

ードを VMで実行するため，数百 KBのメモリ

で動作する．また，コード量が C言語などに比

べて少なく，可読性・生産性に優れているため，

本システムで Node-RED内のノードの機能をコ

ード記述する際や，完成したコードの見直しを

するときの効率が向上すると考えられる．  

 

2.3 システム全体の概要 

開発したシステム全体の概要を図 1に示す． 

 

 
図 1： システム全体図 

 

初めに Node-REDを用いてデータフローを作

成する．次に，データフローを書き出すことで

作成された JSONファイルから Rubyコードを

生成する．最後に Rubyコードをmrubyのバイ

トコードにコンパイルして小型デバイスに実装

する．小型デバイスにはmrubyの VMとバイト

コードだけを実装し，他の作業はビジュアルプ

ログラミングツールが使用できる PC 上で行う． 

本研究では，Node-RED上で Rubyコードを

記述できるノードの作成と，Node-REDで作成

したデータフローの情報が入った JSONファイ

ルを読み取り，Rubyコードに変換するプログラ

ムを作成した． 
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3  研究内容 

 本研究のソフトウェア動作環境は表 1の通り

である． 

表 1： 動作環境 

PC windows 10 pro 

Node.js v8.11.3 

Node-RED 0.17.4-git 

Ruby 2.5.1p57 

mruby 2.0.0 

 

3.1  Ruby記述可能ノードの作成 

既存のノードを組み合わせるだけでは実現が

難しいプログラムのために，図 2のようなノー

ドの機能を Rubyで記述できるノードを作成し

た．ノードの作成には HTMLと JavaScriptを

用いた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2： 作成した Ruby記述可能ノード 

 

3.2  JSONファイルからコード生成 

データフローを書き出して作成した JSONフ

ァイルから，Rubyコードを生成する手順を図 3

に示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3： Rubyコード生成手順 

 

Rubyには JSON形式のファイルを Rubyで扱

るハッシュの形に変換するメソッドがあるため，

生成プログラムは Rubyで作成した．JSONフ

ァイルには，ノードをデータフローに配置した

順に各ノードの持つ情報が入っているため，ノ

ードが順番通りにコード生成されるようにノー

ドを並び替えた．その後，Rubyコード生成に対

応させているノードかどうかを事前に作成した

ノードライブラリから検索した．コード生成に

対応させているノードならば，そのノードの

Rubyコードを文字列変数に挿入していった．最

後に，すべてのノードの Rubyコード生成が完

了したのちに，文字列変数を 1つのファイルに

出力することで，JSONファイルから Rubyコ

ードを生成した． 

 

4  動作検証 

4.1 検証準備 

開発したシステムが機能するかを検証するた

めにフローを作成した(図 4)．このアプリケーシ

ョンは，1秒ごとに現在時刻を取得し，26番ピ

ンの LED に対して 0~49秒の間は消灯，50~60

秒の間は点灯する．0,1の出力や，現在時刻の秒

数を出力するノードは，3.1章で作成した Ruby

記述可能ノードに Rubyコードで記述した．3.2

章で作成した Ruby生成プログラムを用いて，

データフローから Rubyコードを生成したのち

に，生成されたコードをコンパイルして

Raspberry Pi3で実行した． 

 

 

 

 

 

図 4：作成したデータフロー 

 

4.2 検証結果 

データフローから自動生成された Rubyプロ

グラムをコンパイルした mruby バイトコードが，

Raspberry Pi3で動作することを確認できた． 

 

5 まとめ 

Node-REDのデータフロー上での Ruby記述

可能ノードの作成及び， JSONファイルから

Rubyコードを生成することができた．また，実

際に生成されたmrubyコードが，Raspberry 

Pi3で実行できることを確認した．アプリケーシ

ョン作成時のコード記述量が減少し，データフ

ローにより視覚的，直感的に開発ができる環境

の開発ができた． 

今後は，多種多様な IoTアプリケーションを

作成できるように，まだ対応していない構文や

ノードをコード生成できるようにする．また，

データフロー保存から Rubyコード生成，コン

パイルしてmrubyコードを小型デバイスへの実

装を自動化し，より快適に利用できる環境を開

発していく． 
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